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靖国通り
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都営三田線

都営新宿線

小学館（A8 出口）●

共立講堂●

如水会館●

●学士会館

首都高速道路

【一橋大学一橋講堂】
■大会会場

〒101-8439　東京都千代田区一ツ橋 2-1-2　学術総合センター2F

東京メトロ半蔵門線、都営三田線、都営新宿線　神保町駅（A8・A9 出口）徒歩 4 分
東京メトロ東西線　　竹橋駅（1b 出口）徒歩 4 分

竹 橋 駅

神保町駅

●
パレスサイドビル
(1b出口 ) ●

　東京パークタワー
●（A9 出口）

九段下駅

■大会会場
学術総合センター内
　一橋大学一橋講堂

会場へのアクセス



3

Ａ会場
一橋講堂

Ｂ会場
中会議場３+４

Ｃ会場
中会議場１+２

2F

参加受付

一橋大学一橋講堂

会場案内
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ご案内とお願い

学会参加の皆様
1．参加受付（総合受付）／PC受付／クローク

オープン日時：
　10月16日（金）9：00～18：00
　10月17日（土）9：00～17：10
場所：一橋大学一橋講堂2階ロビー

2．学会参加費

会　　　　　員：13,000円
会　員　学　生：2,000円　※学生証を必ずご持参ください。
非　会　員　医　師：15,000円
非会員医師以外：5,000円
非　会　員　学　生：2,000円　※学生証を必ずご持参ください。
・�当日のお支払いは現金のみとなります。お釣りの出ないようご協力くださ

い。
・参加者は、原則として業務上守秘義務を課されている方に限ります。
・�非会員の方は職種を証明できる身分証等をご持参ください。（例：精神神経

学会員証）。また、医師・看護師・公認心理師・臨床心理士・精神保健福祉
士など以外の、守秘義務を有していない非会員参加者の方は、本会で知り
えた個人情報を外部に漏らさない旨の誓約書に署名して受付にご提出くだ
さい。

・�ご参加の皆様は受付をお済ませいただき、参加章（ネームカード）に所属・
氏名をご記入のうえ、会期中は常時ご着用ください。

・�参加章（ネームカード）をお持ちでない方、参加登録がお済みでない方の
会場内への立ち入りは固くお断りいたします。

・�参加章（ネームカード）は、参加証明書を兼用しておりますので、大切に
保管してください。参加章（ネームカード）の再発行はできません。

3．�会員の方は事前に郵送されたプログラム・抄録集をご持参くだ
さい。

お忘れの方はご購入となりますので、ご注意ください。
プログラム・抄録集：1部2,000円　※数に限りがあります。
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【専門医更新ポイント】
　研修ポイント取得対象学会（B群、単位対象セッションの受講で最大3単
位）に認定されています。登録はQRコードを当日配布し各自でおこなってい
ただく予定ですが、念のため日本精神神経学会会員カードもご持参ください。

【臨床心理士資格認定更新ポイント】
　本会は、臨床心理士資格認定ポイントを申請いたします。申請要件に「5時
間以上の参加証明」「参加者の30％が資格保有者」であることが求められてい
ます。したがいまして以下の点にご協力ください。
1）�受付時に臨床心理士資格をお持ちの方は、臨床心理士資格証のご提示、ま

たは番号をご教示ください（特に医師とのダブルライセンスの方はご協力
ください）。

2）�臨床心理士資格参加者が少数の場合はポイント申請が認められない可能性
がありますので、なにとぞご容赦ください。

3）�要件が満たされたか否かについては、後日第49回大会HPおよび学会HP
に掲載いたします。証明書は各自で保管ください。大会終了後の再発行は
いたしません。

4．関連行事

1．�総会　　　　10月17日（土）12：00～12：30（第1会場）
2．懇親会　　　�10月16日（金）18：30～20：30
	 ※�会員のみなさまの交流のため開催いたします。奮ってご参

加ください。
	 会場：TKPガーデンシティ PREMIUM神保町
	 　　　3階・プレミアムボールルーム（大ホール）
	 　　　〒101-0054　�東京都千代田区神田錦町3-22�  

テラススクエア3階
	 　　　TEL. 03-3518-8870
	 会費：8,000円

5．その他

・�共催セミナーはチケット制ではございませんので、直接各会場へお越しく
ださい。お弁当や軽食の配布は先着順となります。数に限りがございます
ので行き渡らない場合はご容赦願います。

・会場内でのお呼び出しはいたしかねますので、ご了承ください。
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・�落とし物や忘れ物については、参加受付にて管理しますので、お心当たり
のある方は受付にお越しください。

・�会場内での録音、録画、撮影ならびにSNSへの投稿は、固くお断りいたし
ます。

・お問合せ先（運営事務局）は、以下のとおりです。
株式会社MAコンベンションコンサルティング
〒102-0083 東京都千代田区麹町4-7-7 麹町パークサイドビル402
TEL：03-5275-1191 E-mail：jspa49@macc.jp
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座長・演者の皆様方

1．座長の方へ

・�時間通りの進行をお願いいたします。ご担当されるセッション開始時間の
10分前までに、会場内前方の「次座長席」にご着席ください。

2．演者の方へ

・�ご発表時間は、一般演題20分（ご発表15分＋質疑5分）、指定演題は運営事
務局より個別にご連絡させていただきます。

・ご発表は、PowerPointを用いたPCプレゼンテーションに限ります。
・�PCのお持ち込みはご遠慮ください。ご発表データは会場へUSBメモリでお

持ち込みください。
・�ご発表データを事前に運営事務局へお送りいただく必要はございません。

当日ご発表セッション開始予定時刻の30分前までに会場のPC受付をおこな
い、20分前までに会場内前方の「次演者席」にご着席ください。

・�ご発表データは、原則16：9サイズでご作成ください（4：3サイズも映写可
能です）。

・�PowerPointの「発表者ツール」機能は使用できませんので、紙原稿など各
自ご用意ください。

・�PC受付のパソコンは台数が限られております。PC受付パソコンを独占し
てのデータ修正はご遠慮ください。

・�フォントはOS標準のもののみご使用ください。会場はWindows PCとなり
ますため、Mac作成のご発表データの場合は標準フォントでもレイアウト
が崩れる可能性がありますので、会場へお越しになる前にWindowsでご確
認いただくか、お早めにPC受付にお越しください。

・�倫理性に配慮して守秘義務を順守してください。COIについては日本精神
神経学会の指針に順じて冒頭スライドに開示してください。

・�ご発表データに音声が含まれる場合、音声を切ることができませんので、
会場内に音声が流れますことをご了承ください。

・�講演台設置のモニタ上に演者名アイコンが並んでおりますので、ご自身の
アイコンをクリックしてからご発表を開始してください。

3．発表要旨提出について

・発表要旨は「臨床精神病理」に掲載されます。
・�詳細については、「臨床精神病理」編集委員から演者の先生方に別途ご連絡

いたします。
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第49回日本精神病理学会大会日程表
１日目：10月16日（金）

B会場　中会議場３+４A会場　一橋講堂 C会場　中会議場１+２
8：30

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

第49回日本精神病理学会大会日程表
２日目：10月17日（土）

B会場　中会議場３+４A会場　一橋講堂 C会場　中会議場１+２
8：30

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

9：25～10：25

9：00～

会長講演
精神病理学から私たちへの最大遺物

―単純にして勁い人間的態度―
演者：井原　裕　座長：小林　聡幸

開場・受付 9：00～
開場・受付

9：30～10：30 特別講演 1
「重大な思考をする場」としての
神（G. アガンベン）のトポスから

精神病理学・精神療法を考える
演者：加藤　敏　座長：井原　裕

12：50～13：50
ランチョンセミナー 3

不眠から考えるうつ病診療
― 症状としての不眠、併存疾患としての不眠症 ―

演者：馬場　元　座長：井原　裕
共催：大正製薬株式会社

10：30～11：30

特別講演 2
現代スピリチュアリティ現象と宗教伝統

演者：島薗　進　座長：井原　裕

11：30～11：50

12：00～12：30

演者：加藤　敏、島薗　進　座長：井原　裕

10：30～12：40

シンポジウム 1
精神病理学創成期の遺産から

演者：田所　重紀　
　　本村　啓介
　　松本　卓也
　　本多　奈美
座長：大塚　公一郎
　　本多　奈美

14：00～16：30

シンポジウム 2
笠原嘉先生追悼シンポジウム
―小精神療法のアップデイト

演者：大前　晋　
　　　吉岡　眞悟
　　　芝　伸太郎
　　　本村　啓介
座長：大前　晋　
　　　吉岡　眞悟

14：00～16：00

シンポジウム 3
精神療法とスピリチュアリティ

演者：佐藤　晋爾　
　　清水　健信

　　　松田　真理子
　和田　信

座長：松田　真理子
　和田　信

16：40～18：00

18：30～20：30

一般演題A-1
A-1-1 ～ A-1-4

精神療法と治療関係
座長：野間　俊一
　　　針間　博彦

10：30～11：30
一般演題 B-1
B-1-1 ～ B-1-3

妄想・犯罪精神病理
座長：赤崎　安昭

11：40～12：40
一般演題 B-2
B-2-1 ～ B-2-3

デジタル時代の自己と境界
座長：関　正樹

10：30～11：30
一般演題C-1
C-1-1 ～ C-1-3

進化・生命・精神病理
座長：池田　和弘

11：40～12：40
一般演題C-2
C-2-1 ～ C-2-3

死・魂・スピリチュアルケア
座長：森口　眞衣

12：50～13：20

ランチョンセミナー 1

不眠症治療における出口戦略を
意識した薬剤選択について

演者：村岡　寛之　座長：岡　一太郎
共催：エーザイ株式会社

12：50～13：50
ランチョンセミナー 2

わが国における全般不安症（GAD）について
―venlafaxine の有用性に関しても含む―
演者：大坪　天平　座長：杉林　稔
共催：ヴィアトリス製薬合同会社

14：00～15：00
一般演題 B-3
B-3-1 ～ B-3-3

働くことと両立支援
座長：杉林　稔

14：00～15：00
一般演題C-3
C-3-1 ～ C-3-3

統合失調症の自己体験
座長：佐々木　康史

16：10～16：50
一般演題A-2

A-2-1 ～ A-2-2　気分障害と時間
座長：阿部　隆明

15：10～16：30

一般演題 B-4
B-4-1 ～ B-4-4

了解・自由・存在論
座長：植野　仙経
　　　兼本　浩祐

14：00～15：20

一般演題 B-6
B-6-1 ～ B-6-4

ASD の体験・言語・療育
座長：小城　くみこ
　　江畑　琢矢

14：00～15：20

一般演題C-6
C-6-1 ～ C-6-4

主観性・認識・AI 時代の精神病理
座長：深尾　憲二朗
　熊﨑　努

15：30～16：50

一般演題 B-7
B-7-1 ～ B-7-4

虚構・認知・病いの構造
座長：岡島　美朗
　　　稲川　優多

15：30～16：50

一般演題C-7
C-7-1 ～ C-7-4

精神分析・宗教・霊性
座長：菅原　誠一
　　玉田　有

16：40～18：00

一般演題 B-5
B-5-1 ～ B-5-4

発達障害と統合失調症の境界
座長：佐々木　雅明
　　菅原　一晃

懇親会【TKPガーデンシティ PREMIUM神保町　3階・プレミアムボールルーム（大ホール）】

15：10～16：30

一般演題C-4
C-4-1 ～ C-4-4

女性・身体・役割
座長：安藤　久美子
　　関　由賀子

16：40～18：00

一般演題C-5
C-5-1 ～ C-5-4

トラウマ・記憶・現象学的理解
座長：清水　加奈子
　　　戸部　有希子

17：00～17：10 閉会のあいさつ

ミニシンポジウム

総会

9：20～9：25 開会のあいさつ
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B-5-1 ～ B-5-4

発達障害と統合失調症の境界
座長：佐々木　雅明
　　菅原　一晃

懇親会【TKPガーデンシティ PREMIUM神保町　3階・プレミアムボールルーム（大ホール）】

15：10～16：30

一般演題C-4
C-4-1 ～ C-4-4

女性・身体・役割
座長：安藤　久美子
　　関　由賀子

16：40～18：00

一般演題C-5
C-5-1 ～ C-5-4

トラウマ・記憶・現象学的理解
座長：清水　加奈子
　　　戸部　有希子

17：00～17：10 閉会のあいさつ

ミニシンポジウム

総会

9：20～9：25 開会のあいさつ
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第49回日本精神病理学会大会日程表
１日目：10月16日（金）

B会場　中会議場３+４A会場　一橋講堂 C会場　中会議場１+２
8：30

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

第49回日本精神病理学会大会日程表
２日目：10月17日（土）

B会場　中会議場３+４A会場　一橋講堂 C会場　中会議場１+２
8：30

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

9：25～10：25

9：00～

会長講演
精神病理学から私たちへの最大遺物

―単純にして勁い人間的態度―
演者：井原　裕　座長：小林　聡幸

開場・受付 9：00～
開場・受付

9：30～10：30 特別講演 1
「重大な思考をする場」としての
神（G. アガンベン）のトポスから

精神病理学・精神療法を考える
演者：加藤　敏　座長：井原　裕

12：50～13：50
ランチョンセミナー 3

不眠から考えるうつ病診療
― 症状としての不眠、併存疾患としての不眠症 ―

演者：馬場　元　座長：井原　裕
共催：大正製薬株式会社

10：30～11：30

特別講演 2
現代スピリチュアリティ現象と宗教伝統

演者：島薗　進　座長：井原　裕

11：30～11：50

12：00～12：30

演者：加藤　敏、島薗　進　座長：井原　裕

10：30～12：40

シンポジウム 1
精神病理学創成期の遺産から

演者：田所　重紀　
　　本村　啓介
　　松本　卓也
　　本多　奈美

座長：大塚　公一郎
　　本多　奈美

14：00～16：30

シンポジウム 2
笠原嘉先生追悼シンポジウム
―小精神療法のアップデイト

演者：大前　晋　
　　　吉岡　眞悟
　　　芝　伸太郎
　　　本村　啓介
座長：大前　晋　
　　　吉岡　眞悟

14：00～16：00

シンポジウム 3
精神療法とスピリチュアリティ

演者：佐藤　晋爾　
　　清水　健信
　　　松田　真理子
　和田　信

座長：松田　真理子
　和田　信

16：40～18：00

18：30～20：30

一般演題A-1
A-1-1 ～ A-1-4

精神療法と治療関係
座長：野間　俊一
　　　針間　博彦

10：30～11：30
一般演題 B-1
B-1-1 ～ B-1-3

妄想・犯罪精神病理
座長：赤崎　安昭

11：40～12：40
一般演題 B-2
B-2-1 ～ B-2-3

デジタル時代の自己と境界
座長：関　正樹

10：30～11：30
一般演題C-1
C-1-1 ～ C-1-3

進化・生命・精神病理
座長：池田　和弘

11：40～12：40
一般演題C-2
C-2-1 ～ C-2-3

死・魂・スピリチュアルケア
座長：森口　眞衣

12：50～13：20

ランチョンセミナー 1

不眠症治療における出口戦略を
意識した薬剤選択について

演者：村岡　寛之　座長：岡　一太郎
共催：エーザイ株式会社

12：50～13：50
ランチョンセミナー 2

わが国における全般不安症（GAD）について
―venlafaxine の有用性に関しても含む―
演者：大坪　天平　座長：杉林　稔
共催：ヴィアトリス製薬合同会社

14：00～15：00
一般演題 B-3
B-3-1 ～ B-3-3

働くことと両立支援
座長：杉林　稔

14：00～15：00
一般演題C-3
C-3-1 ～ C-3-3

統合失調症の自己体験
座長：佐々木　康史

16：10～16：50
一般演題A-2

A-2-1 ～ A-2-2　気分障害と時間
座長：阿部　隆明

15：10～16：30

一般演題 B-4
B-4-1 ～ B-4-4

了解・自由・存在論
座長：植野　仙経
　　　兼本　浩祐

14：00～15：20

一般演題 B-6
B-6-1 ～ B-6-4

ASD の体験・言語・療育
座長：小城　くみこ
　　江畑　琢矢

14：00～15：20

一般演題C-6
C-6-1 ～ C-6-4

主観性・認識・AI 時代の精神病理
座長：深尾　憲二朗
　熊﨑　努

15：30～16：50

一般演題 B-7
B-7-1 ～ B-7-4

虚構・認知・病いの構造
座長：岡島　美朗
　　　稲川　優多

15：30～16：50

一般演題C-7
C-7-1 ～ C-7-4

精神分析・宗教・霊性
座長：菅原　誠一
　　玉田　有

16：40～18：00

一般演題 B-5
B-5-1 ～ B-5-4

発達障害と統合失調症の境界
座長：佐々木　雅明
　　菅原　一晃

懇親会【TKPガーデンシティ PREMIUM神保町　3階・プレミアムボールルーム（大ホール）】

15：10～16：30

一般演題C-4
C-4-1 ～ C-4-4

女性・身体・役割
座長：安藤　久美子
　　関　由賀子

16：40～18：00

一般演題C-5
C-5-1 ～ C-5-4

トラウマ・記憶・現象学的理解
座長：清水　加奈子
　　　戸部　有希子

17：00～17：10 閉会のあいさつ

ミニシンポジウム

総会

9：20～9：25 開会のあいさつ
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1日目　10月16日（金）　A会場　一橋講堂

開会のあいさつ� 9：20～9：25

会長講演� 9：25～10：25

座長：小林　聡幸（自治医科大学精神医学講座）

精神病理学から私たちへの最大遺物―単純にして勁い人間的態度―

井原　裕（�獨協医科大学埼玉医療センターこころの診療科）

シンポジウム1� 10：30～12：40

精神病理学創成期の遺産から
座長：大塚　公一郎（自治医科大学看護学部）　　

　　　本多　奈美（東北大学大学院教育学研究科）

森田正馬の心酔者が覚える精神病理学への違和感

田所　重紀（�札幌医科大学医学部精神医学講座）

下田光造と修養の時代の精神医学

本村　啓介（�国立病院機構花巻病院）

人間学派の遺産--「良心的医師」批判から「ふつうの精神科医」へ

松本　卓也（�京都大学大学院人間・環境学研究科）

神谷美恵子の遺産

本多　奈美（�東北大学大学院教育学研究科）

日本精神神経学会

シンポジウム2� 14：00～16：30

笠原嘉先生追悼シンポジウム―小精神療法のアップデイト
座長：大前　晋（国家公務員共済組合連合会虎の門病院精神科）　

　　　吉岡　眞悟（愛知県精神医療センター精神科・児童精神科）

笠原嘉の「小精神療法」　―　その成り立ち

大前　晋（�国家公務員共済組合連合会虎の門病院精神科）

笠原嘉先生と「出立と合体」 ― 笠原ワールドにて魅了される「発見」と「腑に落ちる」体験 ―

吉岡　眞悟（�愛知県精神医療センター精神科・児童精神科）

プログラム
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笠原嘉を木村敏の弟子が読む

芝　伸太郎（�もみじケ丘病院）

笠原嘉とうつ病の昭和

本村　啓介（�国立病院機構花巻病院）

日本精神神経学会

一般演題A-1� 16：40～18：00

精神療法と治療関係
座長：野間　俊一（のまこころクリニック／京都大学大学院教育学研究科）

　　　針間　博彦（東京都立松沢病院）　　　　　　　　　　　　　　　　

A-1-1	� 「解釈」の場としての治療関係

柴田　啓輔、川合　一嘉

医療法人交正会精治寮病院

A-1-2	� 脳の社会的ネットワークの再構築に繋がる「支持」の役割

佐藤　茂樹（�成田赤十字病院精神神経科）

A-1-3	� 笠原嘉の小精神療法の精神力動的再考

岡田　暁宜（�名古屋大学総合保健体育科学センター／�

大学院医学系研究科精神病理学･精神療法学）

A-1-4	� 「やわらかに治す」（中井久夫）とは何か～「心の生ぶ毛」を通して考える

田中　究（�兵庫県立ひょうごこころの医療センター）

1日目　10月16日（金）　B会場　中会議場3+4

一般演題B-1� 10：30～11：30

妄想・犯罪精神病理
座長：赤崎　安昭（鹿児島大学医学部保健学科）

B-1-1	� 「罪業妄想」か「罪責妄想」か、そんな問いは無意味か

植野　仙経（�京都大学医学部附属病院精神科神経科）

B-1-2	� 顔面のみを集中的に攻撃し殺害した統合失調症者たちの考察 

－犯行態様から犯罪精神病理を“紐解く”試み－

杉本　裕子1）、赤崎　安昭2）

1）岡崎医療刑務所

2）鹿児島大学医学部保健学科・同大学院保健学研究科

B-1-3	� 母親のミイラ化死体遺棄および年金詐取が疑われた、二重見当識を伴う統合失調症の 

疑いの精神鑑定例

倉田　晋（�秋田県立リハビリテーション・精神医療センター精神科）
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一般演題B-2� 11：40～12：40

デジタル時代の自己と境界
座長：関　正樹（大湫病院）

B-2-1	� 「受肉」する若者たち-SalutogenesisとしてのVTuber論-

柴田　啓輔、川合　一嘉

医療法人交正会精治寮病院

B-2-2	� 現代の職業クリエイターに見られる社会不適応と自他境界の変容 

ー認知の非対称性と環境調整の意義

赤松　直哉、井原　裕

獨協医科大学埼玉医療センターこころの診療科

B-2-3	� SNSにおける境界の曖昧化と主体の疲弊 

―プライベートとビジネスの融合がもたらす現代の精神病理―

伊集院　由佳1）、伊集院　清一2）

1）一般社団法人日本美術家連盟

2）多摩美術大学名誉教授、虎の門病院精神科

ランチョンセミナー1� 12：50～13：20

不眠症治療における出口戦略を意識した薬剤選択について
座長：岡　一太郎（福知会もみじヶ丘病院）

村岡　寛之（�北里大学医学部精神科学）

共催：エーザイ株式会社

一般演題B-3� 14：00～15：00

働くことと両立支援
座長：杉林　稔（愛仁会高槻病院精神科）

B-3-1	� シャント業務を契機に適応障害を呈した熟練看護師の一例：治療と就業の両立支援

江畑　琢矢、井原　裕

獨協医科大学埼玉医療センターこころの診療科

B-3-2	� 「働く」とは何か ── 発達障害の障害年金をめぐる臨床的問いから

齊間　草平1）、関　正樹2）、井原　裕1）

1）獨協医科大学埼玉医療センターこころの診療科

2）大湫病院
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B-3-3	� 霞ヶ関における仕事と健康の両立支援のための試論

近藤　忠一1）、井原　裕2）

1）医療法人至信会池沢神経科病院

2）獨協医科大学埼玉医療センターこころの診療科

一般演題B-4� 15：10～16：30

了解・自由・存在論
座長：植野　仙経（京都大学医学部附属病院精神科神経科）

　　　兼本　浩祐（すずかけクリニック）　　　　　　　　

B-4-1	� 再論　ヤスパースの「了解」概念とフッサールの現象学

柏田　勉（�向ヶ丘メンタルクリニック）

B-4-2	� 支援なき意思決定は可能か？　～ベルクソンの自由概念を通して～

森　有哉1）、西依　康2）

1）栃木県立岡本台病院

2）自治医科大学附属病院

B-4-3	� 精神病理学における了解が接する形而上学的問題： 

独在論哲学(永井)との接続は可能か？

熊崎　努（�虎の門病院精神科）

B-4-4	� 《ある》ということについて　― 人間の存在論的基盤となるもの ―

小笠原　將之（�関西福祉科学大学心理科学部）

一般演題B-5� 16：40～18：00

発達障害と統合失調症の境界
座長：佐々木　雅明（国家公務員共済組合連合会虎の門病院分院）

　　　菅原　一晃（大和すがわら診療所）　　　　　　　　　　　

B-5-1	� ASDと誤診されていた統合失調症スペクトラムの一例 

―発症時期と「まなざし」に着目した鑑別―

冨吉　研策（�もみじが丘病院精神神経科）

B-5-2	� 臨床からみた統合失調症と発達障害

浦田　誠（�医療法人社団光風会三光病院）

B-5-3	� 妄想性障害は自閉スペクトラム症である～第2報

堀切　靖（�鹿児島県立姶良病院）

B-5-4	� 自閉と自由性をめぐって－統合失調症論の再構築への試み

小林　正信（�医療法人虹の村光有徳会虹の村診療所）
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1日目　10月16日（金）　C会場　中会議場1+2

一般演題C-1� 10：30～11：30

進化・生命・精神病理
座長：池田　和弘（三恵病院）

C-1-1	� ルートヴィッヒ・クラーゲスの生命と精神 

－その対立原理からみたリズムと拍子に関する一考察－

古城　慶子（�国際医療福祉大学小田原保健医療学部作業療法学科）

C-1-2	� 進化精神医学からみた精神病理──適応・ミスマッチ・ナラティブの統合的視座

髙野　覚（�明雄会本庄児玉病院精神科）

C-1-3	� 人の設計思想 Klugeから見た統合失調症

佐々木　康史（�三次病院）

一般演題C-2� 11：40～12：40

死・魂・スピリチュアルケア
座長：森口　眞衣（日本医療大学保健医療学部）

C-2-1	� 精神病理学における非宗教者の「死の恐怖」の実存的ケアの方法論的検討と 

その臨床可能性--「死の恐怖」に対する当事者研究の可能性について--

畑　朋宏（�京都大学医学部附属病院研修センター）

C-2-2	� 「魂という誤認」とスピリチュアリティ

佐藤　寛（�さとうメンタルクリニック）

C-2-3	� 終末期患者の旅におけるスピリチュアルケア  

-多層的関係性を伴う医師患者関係の一例-

三澤　史明（�総合研究大学院大学先端学術院人類文化研究コース／�

九州大学病院心療内科）

ランチョンセミナー2� 12：50～13：50

わが国における全般不安症（GAD）について 
―venlafaxineの有用性に関しても含む―

座長：杉林　稔（愛仁会高槻病院精神科）

大坪　天平（�医療法人髙仁会戸田病院）

共催：ヴィアトリス製薬合同会社
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一般演題C-3� 14：00～15：00

統合失調症の自己体験
座長：佐々木　康史（三次病院精神科）

C-3-1	� 治療抵抗性統合失調症における主体感障害の時間的展開とその脳基盤 

―Parnas の基礎的自己障害から Schneider の作為体験へ―

吉川　茜1）、垣内　千尋1）、前田　貴記2）、加藤　忠史1）

1）順天堂大学医学部精神医学講座

2）慶應義塾大学医学部精神・神経科学教室

C-3-2	� 40年の経過を追った統合失調症における「神様」の意義

小林　聡幸（�自治医科大学精神医学講座）

C-3-3	� 統合失調症の罪責体験と「にせもの性」―対象同一性の揺らぎをめぐって―

大塚　公一郎（�自治医科大学看護学部）

一般演題C-4� 15：10～16：30

女性・身体・役割
座長：安藤　久美子（東京科学大学）　　　　　　　

　　　関　由賀子（三菱電機本社健康増進センター）

C-4-1	� 乳がん治療中に身体変容と役割喪失に起因する抑うつを呈した女性患者の精神病理学的 

考察

中根　えりな、井原　裕

獨協医科大学埼玉医療センター

C-4-2	� 他者のまなざしのもとで経験される身体 

― 醜形恐怖における身体・他者・行為の連関 ―

落合　尚美（�iこころクリニック日本橋）

C-4-3	� 『「母」になることと主体性 ― 母親役割の精神病理学的考察』

吉田　友莉子、齊間　草平、長田　紀大、井原　裕

獨協医科大学埼玉医療センターこころの診療科

C-4-4	� 歴史人口学から見た日本女性、その葛藤、地域性

松尾　研一郎（�季楓会東神奈川診療所精神科）
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一般演題C-5� 16：40～18：00

トラウマ・記憶・現象学的理解
座長：清水　加奈子（日本うつ病センター六番町メンタルクリニック）

　　　戸部　有希子（こころのクリニック桜が丘）　　　　　　　　　

C-5-1	� 外傷性記憶とは何か～トラウマを記憶から考える～

宮本　拓実1）、西依　康2）

1）京都府立洛南病院精神科

2）自治医科大学附属病院精神科

C-5-2	� 知的発達症におけるトラウマ体験と幻声の精神病理 

―発しえなかった苦痛が「子どもの声」として聞かれることをめぐって―

今野　健一郎、植野　仙経

京都大学医学部附属病院精神科神経科

C-5-3	� PTSDにおける現象学的理解の試み 

――持続エクスポージャー療法を通した「生きられた世界」の変容と再編成――

飯野　新（�国立精神・神経医療研究センター認知行動療法センター）

C-5-4	� 外傷性障害を論じる中井久夫　思考のサラダボウルについて

杉林　稔（�愛仁会高槻病院精神科）



10月17日（土）

17

2日目　10月17日（土）　A会場　一橋講堂

特別講演1� 9：30～10：30

座長：井原　裕（獨協医科大学埼玉医療センターこころの診療科）

「重大な思考をする場」としての神（G.アガンベン）のトポスから精神病理学・精神療法を考える

加藤　敏（�小山富士見台病院名誉院長）

日本精神神経学会

特別講演2� 10：30～11：30

座長：井原　裕（獨協医科大学埼玉医療センターこころの診療科）

現代スピリチュアリティ現象と宗教伝統

島薗　進（�大正大学地域構想研究所）

日本精神神経学会

ミニシンポジウム� 11：30～11：50

座長：井原　裕（獨協医科大学埼玉医療センターこころの診療科）

加藤　敏（�小山富士見台病院名誉院長）

島薗　進（�大正大学地域構想研究所）

総会� 12：00～12：30

シンポジウム3� 14：00～16：00

精神療法とスピリチュアリティ
座長：松田　真理子（京都文教大学臨床心理学部）

　　　和田　信（大阪国際がんセンター）　　　　

諦念と宗教性： Spinoza、Goethe、Jaspers

佐藤　晋爾（�筑波大学医学医療系茨城県地域臨床教育センター）

Nicht-mehr-werden-könnenとしての統合失調症とLassenとしての寛解・治癒

清水　健信（�関西青少年サナトリューム）

心理療法とスピリチュアリティ―　時熟を読み取る力

松田　真理子（�京都文教大学臨床心理学部）

主体性の危機と共苦──がんを抱える人の面接から

和田　信（�大阪国際がんセンター心療科）

日本精神神経学会
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一般演題A-2� 16：10～16：50

気分障害と時間
座長：阿部　隆明（小山富士見台病院精神科）

A-2-1	� うつ病はどうして気分障碍と呼ばれるのか

総田　純次（�大阪公立大学現代システム研究科（非常勤講師・名誉教授））

A-2-2	� 瞬間は長い一日は短い（鬱病者の時間④）

山田　明伸（�公立陶生病院）

閉会のあいさつ� 17：00～17：10

2日目　10月17日（土）　B会場　中会議場3+4

ランチョンセミナー3� 12：50～13：50

不眠から考えるうつ病診療　― 症状としての不眠、併存疾患としての不眠症 ―
座長：井原　裕（獨協医科大学埼玉医療センター）

馬場　元（�順天堂越谷病院）

共催：大正製薬株式会社

一般演題B-6� 14：00～15：20

ASDの体験・言語・療育
座長：小城　くみこ（医療法人陽善会坂之上病院）　　　　　　　　

　　　江畑　琢矢（獨協医科大学埼玉医療センターこころの診療科）

B-6-1	� 神経発達症に対する療育の在り方ー人間学と進化精神医学のあいだー

小城　くみこ（�医療法人陽善会坂之上病院）

B-6-2	� 神経発達症の精神病理学的理解(第2報) 

―ASD特性者は曖昧語をきっかけに会話を中断し、ボトムアップのカテゴリー化を 

進める―

青木　慎一郎（�岩手県立大学名誉教授）

B-6-3	� 自閉スペクトラム症における言表の宛先について

酒井　崇（�医療法人生生会松蔭病院）
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B-6-4	� タイムスリップ現象を伴う自閉スペクトラム症青年におけるハイマートと 

コントラ・フェストゥムの検討

関　正樹1）、齊間　草平2）、尾形　広行2）、井原　裕2）

1）大湫病院児童精神医療センター／獨協医科大学大学院

2）獨協医科大学埼玉医療センターこころの診療科

一般演題B-7� 15：30～16：50

虚構・認知・病いの構造
座長：岡島　美朗（自治医科大学附属さいたま医療センターメンタルヘルス科）

　　　稲川　優多（自治医科大学精神医学講座）　　　　　　　　　　　　　　

B-7-1	� 嘘と空想

萩野　哲伸1）、古茶　大樹2）

1）聖マリアンナ医科大学神経精神科学教室

2）社会福祉法人桜ヶ丘社会事業協会桜ヶ丘記念病院

B-7-2	� 二重過程理論を基にした精神病理学の提案

新井　慎一（�尾山台すくすくクリニック）

B-7-3	� Jaspersの「病に対する態度」に対するTosquellesによる構造論的変奏

中川　与四郎（�名古屋市立大学医学部保健医療学科）

B-7-4	� 木村敏の時間論に基づく心理療法 

ーーイントラ的没入から患者の精神世界を見渡す臨床実践とバウムテスト解釈

藤原　典子1）、藤原　英明1）、藤原　風2）

1）藤原内科こころクリニック

2）一橋大学大学院言語社会研究科

2日目　10月17日（土）　C会場　中会議場1+2

一般演題C-6� 14：00～15：20

主観性・認識・AI時代の精神病理
座長：深尾　憲二朗（帝塚山学院大学総合心理学部）

　　　熊﨑　努（虎の門病院精神科）　　　　　　　

C-6-1	� 世界の捉え方が精神病理に与える影響について

山本　慎治（�秋津こころの相談室）
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C-6-2	� 現代精神医学における主客分裂の超克 　 

― 弁証法的二重同調（Dialectical Dual Attunement）の試案 ―

石井　一裕（�東京慈恵会医科大学精神医学講座）

C-6-3	� 精神疾患のメカニズム解明はなぜ難しいのか？

榊原　英輔（�東京大学大学院医学系研究科臨床神経精神医学講座）

C-6-4	� 時間の止まった中国語の部屋で、AIは不安になれない：「間違い」と純粋持続の精神病理

南學　正仁（�東京大学医学部附属病院精神神経科）

一般演題C-7� 15：30～16：50

精神分析・宗教・霊性
座長：菅原　誠一（慈恵中央病院）　　　　　

　　　玉田　有（東京医科大学精神医学分野）

C-7-1	� ラカンの代表的症例と詩篇23篇における中動態的主体の交差 

―精神分析と聖書的主体論の対話に向けて―

千丈　雅徳（�五稜会病院）

C-7-2	� 「聖なるもの」に取りつかれし者、強迫神経症者の生のあり方

加藤　誠（�桜ヶ丘メンタルクリニック）

C-7-3	� 霊的変容としての精神療法：フーコーの「霊性」論に依拠して

蓮澤　優（�九州大学キャンパスライフ・健康支援センター）

C-7-4	� 症例に則して考える遅発パラフレニーの治療構造（Ⅱ） 

―スピリチュアリティの観点から

高野　毅久（�東北福祉大学せんだんホスピタル）


